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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期
第１四半期
累計期間

第20期
第１四半期連結
累計期間

第19期

会計期間

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
９月１日
至平成24年
11月30日

自平成23年
９月１日
至平成24年
８月31日

売上高（千円） 8,067,2548,033,45948,634,503

経常利益（千円） 742,948 518,1214,895,467

四半期（当期）純利益（千円） 419,297 318,6012,725,412

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
－ 289,463 －

純資産額（千円） 11,396,67315,206,30715,345,678

総資産額（千円） 33,547,59337,213,34937,262,869

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.16 15.02 142.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.0 40.9 41.2

　（注）１．当社は当第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、第19期第１四半期連結累計

期間及び第19期連結会計年度の連結経営指標等に代えて、第19期第１四半期累計期間及び第19期事業年度に

係る提出会社の経営指標等を記載しております。

　　　　２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

　当社は、当第１四半期連結累計期間において、戸建住宅の販売を中心とした「不動産販売事業」を事業内容とする当

社100％出資の株式会社三建アーキテクトを設立し、連結子会社といたしました。この結果、当社グループは、平成24年

11月30日現在では、当社及び連結子会社１社により構成されることとなりました。

　なお、当社は、「不動産販売事業」、「不動産請負事業」及び「賃貸収入事業」を主な報告セグメントとしておりま

すが、当社グループ（当社及び連結子会社）におきましても報告セグメントに変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　当社は、当第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及び前

連結会計年度末との比較分析は行っておりません。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要が引き続き下支えするなかで、再び景気回復へ向かう

ことが期待されるものの、長期化する欧州債務危機に加え米国の財政難や中国の景気後退などの海外経済を巡る不確

実性により経済不安が依然として高く、我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、雇用・所得環境、

デフレの影響等にも注意が必要な情勢となっており、消費の先行きにも不透明感が残る状況となっております。

当社グループが属する不動産業界・住宅におきましては、住宅ローンの金利優遇措置等政府による住宅取得促進策

の効果や低金利を背景に、住宅取得に対する需要は、緩やかながら底堅い動きとなっております。

このような状況のもと、当社グループは、引き続き売上の長期目標である1,000億円企業へ向け、平成24年10月には、

２×４工法による郊外型の戸建分譲住宅を供給することを目的とした子会社を設立し、事業エリアの拡大を図るとと

もに、当社グループとして「オンリーワンの家づくり」を推進し、事業の拡大を図り、住宅に係る全てを自社で手掛け

ることができる「住宅総合生産企業＝ハウジング・デベコン」として、企業価値の拡大に努めてまいりました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は8,033百万円、営業利益は600百万円、経常利益は518百万円、

四半期純利益は318百万円となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①不動産販売事業

　不動産販売事業におきましては、当社グループの主力事業である戸建分譲販売件数が152件、マンション分譲販売件

数が16件となりました。

　その結果、売上高は6,297百万円、売上総利益は918百万円、営業利益は462百万円となりました。

②不動産請負事業

　不動産請負事業におきましては、法人からの請負工事の受注は引き続き堅調に推移しており、販売件数は95件となり

ました。

　その結果、売上高は1,396百万円、売上総利益は201百万円、営業利益は131百万円となりました。

③賃貸収入事業

　賃貸収入事業におきましては、入居率が95％超を維持できたことに加え、当第１四半期連結累計期間に賃貸用不動産

１棟20戸を取得しており、安定した賃貸収入を確保しております。

　その結果、売上高338百万円、売上総利益は231百万円、営業利益は212百万円となりました。
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（２）財政状態の状況　

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、37,213百万円となりました。

　流動資産は24,666百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金が6,152百万円、販売用不動産が4,272百万円、仕掛

販売用不動産が12,205百万円、未成工事支出金が1,353百万円であります。

　固定資産は12,546百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産が9,503百万円、無形固定資産が1,391百万円、投資

その他の資産が1,651百万円であります。

　負債は、22,007百万円となりました。主な内訳は、買掛金が3,402百万円、有利子負債が16,504百万円であります。

　純資産は、15,206百万円となりました。主な内訳は、資本金が1,340百万円、資本剰余金が1,238百万円、利益剰余金が

12,656百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 59,200,000

計 59,200,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年１月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,217,600 21,217,600

　　東京証券取引所

　　名古屋証券取引所

　　各市場第一部　

単元株式数

100株　

計 21,217,600 21,217,600 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　　　　　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数（株）

発行済株式
総数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年９月１日～

平成24年11月30日
－ 21,217,600 － 1,340,150 － 1,238,665

（６）【大株主の状況】

　　　　　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他）   － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   　  　300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  21,216,500 212,165 －

単元未満株式 普通株式 　　　　800 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 21,217,600 － －

総株主の議決権 － 212,165 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式55株が含まれております。 

②【自己株式等】

 平成24年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合（％）

株式会社三栄建築設計
東京都杉並区西荻

北二丁目１番11号
300 －　 300 0.00

計 －　 300 －　 300 0.00

（注）当社は、上記のほか、単元未満の自己株式を55株所有しております。

２【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　当社は、第１四半期連結会計期間（平成24年９月１日から平成24年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（平成24年９月１日から平成24年11月30日まで）より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載して

おりません。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年９月１日から平成

24年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年９月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,152,396

売掛金 65,968

販売用不動産 4,272,864

仕掛販売用不動産 12,205,516

未成工事支出金 1,353,529

その他 619,180

貸倒引当金 △2,906

流動資産合計 24,666,548

固定資産

有形固定資産

建物 4,503,753

減価償却累計額 △885,024

建物（純額） 3,618,729

土地 5,813,148

その他 173,835

減価償却累計額 △102,088

その他（純額） 71,747

有形固定資産合計 9,503,625

無形固定資産 1,391,627

投資その他の資産

その他 1,676,547

貸倒引当金 △25,000

投資その他の資産合計 1,651,547

固定資産合計 12,546,800

資産合計 37,213,349

負債の部

流動負債

買掛金 3,402,770

短期借入金 ※1,※2
 10,313,040

1年内返済予定の長期借入金 ※1,※2
 1,231,433

1年内償還予定の社債 444,740

未払法人税等 134,637

賞与引当金 146,451

その他 1,165,670

流動負債合計 16,838,742
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

固定負債

社債 1,601,849

長期借入金 ※1,※2
 2,913,888

退職給付引当金 130,017

資産除去債務 140,828

その他 381,714

固定負債合計 5,168,299

負債合計 22,007,041

純資産の部

株主資本

資本金 1,340,150

資本剰余金 1,238,665

利益剰余金 12,656,834

自己株式 △205

株主資本合計 15,235,444

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △29,137

その他の包括利益累計額合計 △29,137

純資産合計 15,206,307

負債純資産合計 37,213,349
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成24年11月30日)

売上高 8,033,459

売上原価 6,681,509

売上総利益 1,351,950

販売費及び一般管理費 751,759

営業利益 600,191

営業外収益

受取利息 71

為替差益 10,265

解約手付金収入 2,120

その他 4,322

営業外収益合計 16,779

営業外費用

支払利息 83,261

その他 15,587

営業外費用合計 98,849

経常利益 518,121

税金等調整前四半期純利益 518,121

法人税、住民税及び事業税 130,833

法人税等調整額 68,686

法人税等合計 199,520

少数株主損益調整前四半期純利益 318,601

四半期純利益 318,601
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成24年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 318,601

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29,137

その他の包括利益合計 △29,137

四半期包括利益 289,463

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 289,463
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

当第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社三建アーキテクトを連結の範囲に含めております。　

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更） 

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年９月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

　なお、当該変更による当第１四半期連結累計期間の影響額は軽微であります。 

【追加情報】

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

　当社は、当第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表作成のための

基本となる重要な事項は以下のとおりであります。　 

 

１．連結の範囲に関する事項

（1）連結子会社の数　１社

　　 連結子会社の名称　株式会社三建アーキテクト

２．持分法の適用に関する事項　

　　該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　　連結子会社の四半期決算日は、四半期連結決算日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事項

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

　①有価証券

　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　　決算期末日の市場価格に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法、売却原価は移動平均法により算定）　

　②たな卸資産

　　販売用不動産、仕掛販売用不動産及び未成工事支出金

　　　個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

　①有形固定資産

　　定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物〈建物附属設備を除く〉については定額法）

　　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　　建物　　11年～47年

　②無形固定資産

　　ソフトウエア（自社利用）については、社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法

（3）重要な引当金の計上基準

　①貸倒引当金　

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　②賞与引当金

従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当四半期連結会計期間に負担すべき額を計上しておりま

す。

　③退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当四半期連結会計期間末における退職給付債務の見込額に基づき、年間予定額を

期間按分して算定しております。
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（4）収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

（a）当四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事（工期がごく短期のもの

を除く。）

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

（b）その他の工事

工事完成基準

（5）ヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法並びにヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであり、特例処理の要件を満たしているため、特

例処理を採用しております。

　ヘッジ手段とヘッジ対象

　ヘッジ手段

　　金利スワップ

　ヘッジ対象

　　借入金

②ヘッジ方針

借入金の金利変動リスクを回避する目的で、デリバティブ取引を行っており、ヘッジ対象の識別は個別契約ごと

に行っております。

③ヘッジ有効性評価の方法

特例処理によっているため有効性の評価は省略しております。

（6）その他四半期連結財務諸表作成のための重要な事項

　　 消費税等の会計処理

　　 　税抜方式によっております。

　ただし、控除対象外消費税等は、固定資産に係るものは「長期前払費用」に計上し、５年間で均等償却を行って

おり、当四半期の費用に係るものは「販売費及び一般管理費」で処理しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引金融機関１行と貸出コミットメント契約を締結しており

ます。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間
（平成24年11月30日）

貸出コミットメントの総額 1,100,000千円

借入実行残高 904,000

差引額 196,000

 

※２．財務制限条項

当第１四半期連結会計期間（平成24年11月30日）

（1）借入金のうち、㈱武蔵野銀行とのコミットメントライン契約（借入金残高904,000千円）には財務制

限条項が付されており、下記条項に抵触した場合には、借入先からの請求により、一括返済すること

になっております。

①平成24年８月決算期末以降における純資産の部の金額が、平成23年８月決算期末における純資産

の部の金額の75％以上を下回らないこと。

②平成24年８月決算期末以降における経常損益の額がマイナスとならないこと。

③各月末日において長期在庫（取得後２年超）が、総在庫数の15％若しくは80戸を超えないこと。

（2）借入金のうち、㈱日本政策金融公庫との金銭消費貸借契約（借入金残高135,780千円）には財務制限

条項が付されており、下記条項に該当した場合には、借入金の全部又は一部を返済することになって

おります。

①純資産額が6,990,100千円以下になったとき。

②書面による事前承認なしに、第三者（代表者、子会社等を含む。）に対して4,638,900千円を超える

貸付け、出資、保証を行ったとき。　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年９月１日
至  平成24年11月30日）

減価償却費 61,853千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成24年11月30日）

配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
　配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月27日

定時株主総会 
普通株式 477,388 22.5平成24年８月31日平成24年11月28日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成24年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

不動産販売
事業

不動産請負
事業

賃貸収入
事業

売上高       

外部顧客への売

上高
6,297,5621,396,982338,9148,033,459 － 8,033,459

セグメント利益 462,885131,994212,270807,150△206,959 600,191

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費）206,959千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益を記載しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年９月１日
至　平成24年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円2銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 318,601

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 318,601

普通株式の期中平均株式数（株） 21,217,245

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年１月10日

株式会社三栄建築設計

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　伸介　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三栄建築

設計の平成24年９月１日から平成25年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年９月１日から

平成24年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年９月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三栄建築設計及び連結子会社の平成24年11月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　
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